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高校再編計画骨子案決定にあたっての見解

長野県高等学校教職員組合

本日、長野県教育委員会第875回定例会に於いて「長野県高等学校再編計画骨子案」が決定されました。この案はその表題を「高校生の明日を開く県立高校の創造」とし「再編」の文字を使わず、この計画が高校統廃合の計画であるという印象を避けようとしています。しかし、看板を書き換えてもその内実が、今ある校舎を最大限有効活用して30人学級を実現するといった「創造」的な計画ではなく、定数40人の6学級編成を標準とするという枠組みは変えずに学校の「適正規模・適正配置」とのうたい文句で高校の統廃合を進める計画である点は何ら変わったものではありません。

この「骨子案」は、2006年に提案された「高校改革プラン実施計画」が示した全日制75校・多部制単位制4校を目指す計画に対象高校・対象地域を変えながら近づけようとし、結果として当面全日制77校・多部制・単位制4校への統廃合を提案したものです。

今回の「骨子案」で具体的数字を上げて統廃合が提案された通学区は、旧第1、第2、第3、第6、第12通学区の5地区です。旧第1通学区ではすでに実施された第１次統合後の第2次統合を2018年以降の再々編も視野に入れつつ推進することが提案されました。旧第２通学区では新たに統廃合の実施が提案されました。旧第３通学区の地域高校同士の統合案は地域高校のキャンパス化（分校化）案となりました。旧第６通学区の地域高校で計画されていた統合計画は佐久市街地での統合計画に切り替えられました。旧第12通学区は統廃合計画が再提案されました。また、多部制・単位制への転換で全日制を廃止する計画では、旧第4通学区での計画が旧第3通学区での新設を含めた検討へ、旧第6通学区での計画が旧第５通学区へと変更されました。

これらの変更は各地域の学級数や今後の中学卒業生徒数の推移といった「改革プラン」策定当時と何ら変わりのない統計資料を基に根拠も曖昧なまま数合わせのために対象地区を恣意的に変更しただけのものであるといわざるを得ません。「改革プラン」でその正当性に疑念が持たれ反発の強かった地域での統廃合を断念し、その計画を他の地域に割り振ったとするならば、その根拠・正当性を地域・県民に充分説明する責任が県教委にはあると考えます。

　一方、教育における格差を固定化するいわゆる「多様化」についても「改革プラン」が示した方向を何ら変更するものとはなっていません。

総合学科や多部制・単位制高校についてはすでに設置されている地域での十分な検証を経ずに、各通学区に一つずつ設置するという結論だけが「改革プラン」からそのまま引き継がれています。「改革プラン」が定時制高校生の減少を根拠に多部制・単位制高校の設置の必要を説いたのに対し、今回の「骨子案」では「定時制志願者数が多い高校があること（中略）を考えると多部制・単位制を設置することが(中略)適切である」としたことの一点を見るだけでも、この案がはじめに結論ありきの多様化計画であることは明白です。

多様化の一つである中高一貫教育校の設置についても地域高校での連携型に加えて、都市部での併設型校の設置を進めることが検討されています。高教組は一定の地域での高校教育を保障するために連携型の中高一貫教育の設置を否定するものではありませんが、都市部での併設型の中高一貫校の設置は受験競争を小学校段階にまで引き下げて超エリート育成のための中等教育校をつくるものとして一貫して反対してきました。この点でも、「骨子案」の再考を強く求めるものです。

また、専門高校については学科の統合や新たな融合学科の設置を基幹校との関係を見ながら進める旨が謳われており、産業教育審議会の答申内容によっては、専門高校の統廃合と産業界の意向に沿った多様化が進められる危険性のある「骨子案」となっています。

更に、今回の「骨子案」策定過程において臨時教育委員会が非公開とされたことは極めて重大です。非公開の短時間の教育委員会の論議だけを経て、今回の定例会で「骨子案」を確定した経過は、密室論議で「骨子案」が確定されたとの批判を免れません。高校再編を進めていく第一歩は県教委の信頼回復と、地域の理解を前提にした県民合意です。そのためには議論の透明性・公開性が確保されなくてはなりません。かつて県民から批判され、県教委自身が、「計画策定に至る手法や平成19年度に一斉実施という進め方などに無理があり、地域の理解が十分に得られなかった」（『高等学校改革プランの今後の進め方について』2007年６月14日定例会）と総括した経過を十分に踏まえる必要があります。

今後県教委には、議論の公開性・透明性を高め、学校関係者はもとより、地域・県民に対して「骨子案」を丁寧に説明するとともに、この「案」を固定化したものとせず、時間をかけて、県民の声・地域の声・学校現場の声に真摯に耳を傾け、十分に意見聴取する中で、文字通り真に「創造」的な高校づくりをすすめる「計画」を作成するよう強く要請するものです。

私たちも、県民や地域の皆さん、高校生とともにその議論の輪の中に積極的に加わり、長野県の高校教育のいっそうの充実のために奮闘する決意を述べ、「長野県高等学校再編計画骨子案」決定にあたっての見解とします。
